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今
年
は
「
源
氏
物
語
」
が
読
ま
れ

て
か
ら
一
千
年
と
い
う
記
念
の
年
。

紫
式
部
ゆ
か
り
の
石
山
寺
が
所
蔵
す

る
仏
像
、
仏
画
な
ど
の
国
宝
・
重
要

文
化
財
、
江
戸
か
ら
近
代
に
至
る
源

氏
物
語
を
主
題
と
し
た
美
術
工
芸
品

を
紹
介
し
ま
す
。 

と
き
　
１０
月
１１
日
貍
〜
１１
月
１６
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
5
時
（
入
館
は

閉
館
３０
分
前
ま
で
） 

休
館
日
　
月
曜
日
、
１０
月
１４
日
貂
、

１１
月
4
日
貂
　（
１０
月
１３
日
豢
、

１１
月
3
日
豢
は
開
館
 

と
こ
ろ
　
岡
崎
市
美
術
博
物
館
（
岡

崎
市
高
隆
寺
町
字
峠
１
番
地
） 

観
覧
料
　
一
般
1
，
0
0
0
円
（
8
0
 

　
0
円
）、
小
中
学
生
5
0
0
円
（
4
 

　
0
0
円
）
※
（
　
）
内
は
団
体
（
２０

人
以
上
）
料
金
。 

問
合
せ
先
 

　
岡
崎
市
美
術
博
物
館
 

　
蕁
0
5
6
4‐２８‐5
0
0
0
 

            　
す
が
す
が
し
い
朝
の
空
気
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、
稗
田
川
沿
い
ウ
ォ
ー

ク
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

　
出
発
前
に
体
操
指
導
者
に
よ
る
ス

ト
レ
ッ
チ
も
行
い
ま
す
の
で
、
運
動

不
足
が
気
に
な
る
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、

黒
豆
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が

ら
交
流
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

と
き
　
１０
月
１９
日
豸
　
午
前
8
時
３０

分
〜
１０
時
３０ 
分
 

※
歩
く
時
間
は
３０
分
コ
ー
ス
と
５０
分

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

申
込
期
限
　
１０
月
１６
日
貅
 

集
合
場
所
　
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
高
浜

営
農
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
 

※
雨
天
時
は
、
高
取
公
民
館
で
3
Ｂ

体
操
、
黒
豆
茶
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を

実
施
し
ま
す
。 

参
加
費
　
無
料
 

対
象
・
定
員
　
市
民
２０
人
 

持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
水
筒
 

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
と

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
込
方
法
　
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ
 

　
蕁
５２‐9
8
7
1
 

             　
今
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬

物
乱
用
が
世
界
中
で
急
増
し
て
お
り
、

特
に
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
襲
い

か
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
世
界
の
国
々
が
一
丸
と

な
っ
て
薬
物
乱
用
を
撲
滅
し
よ
う
と

い
う
気
運
が
、
国
連
を
中
心
に
盛
り

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
国
連
で
は｢Y

E
S
 
T
O
 
L
IF
E
, 

N
O
 
T
O
 
D
R
U
G
S
｣

（
愛
す
る
自

分
を
大
切
に
、
薬
物
の
乱
用
を
な
く

そ
う
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
運
動
を

促
進
し
て
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
で
は
、「S

A
Y
 N
O
 T
O
 

D
R
U
G
S

」、
ド
イ
ツ
で
は
、
コ
ー

ル
首
相
の
呼
び
か
け
で
「
ノ
ー
・
パ

ワ
ー
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
（K

E
IN
E
 

M
A
C
H
T
 
D
E
N
 
D
R
O
G
E
N

）」、

そ
し
て
日
本
で
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
覚
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
薬

物
乱
用
は
、
個
人
の
健
康
上
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
犯
罪
の
誘
因

と
な
り
、
家
庭
や
社
会
生
活
の
崩
壊

を
招
く
な
ど
、
計
り
知
れ
な
い
悪
害

を
及
ぼ
し
ま
す
。 

　
一
度
で
も
薬
物
を
乱
用
す
る
と
、

や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」
を
合
言
葉
に
、

み
ん
な
で
薬
物
乱
用
の
な
い
社
会
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。 

問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ
 

　
蕁
５２‐9
8
7
1
 

      　
官
公
署
に
提
出
す
る
各
種
申
請
書
、

届
出
書
な
ど
に
つ
い
て
、
他
人
に
そ

の
作
成
を
依
頼
し
た
り
、
相
談
し
た

り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
書
類
を
県

や
市
町
村
な
ど
の
官
公
署
に
提
出
す

る
手
続
の
代
理
を
依
頼
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
と

き
の
た
め
に
、
行
政
書
士
制
度
が
あ

り
ま
す
。 

　
行
政
書
士
は
、
行
政
書
士
会
の
会

員
と
し
て
、
行
政
書
士
法
に
基
づ
き

次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

①
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、
権
利

義
務
・
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類

（
実
地
調
査
に
基
づ
く
図
面
類
を

含
む
）
の
作
成
 

②
①
の
書
類
を
官
公
署
に
提
出
す
る

手
続
の
代
理
 

③
行
政
書
士
が
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
類
の
契
約
代
理
 

④
①
の
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
の
相

談
 

　
行
政
書
士
会
の
会
員
で
な
い
方
が
、

他
人
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
①

の
業
務
を
行
う
こ
と
は
、
行
政
書
士

法
に
よ
り
、
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
違
反
し
た
場
合
は
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成

を
他
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、
以
上

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

・
県
法
務
文
書
課
 

　
蕁
０５２

‐９６１‐2
1
1
1
（
内
線
2
 

　
1
3
7
） 

・
県
行
政
書
士
会
 

　
蕁
０５２

‐９３１‐4
0
6
8
 

 

稗
田
川
早
朝
ウ
ォ
ー
ク 

参
加
者
募
集 

健
康
づ
く
り
推
進
委
員 

ひ
が
し
グ
ル
ー
プ
主
催 

１０
月
１
日
〜
１１
月
３０
日 

麻
薬
・
覚
せ
い
剤 

禍
撲
滅
運
動 

各
種
申
請
書
の
作
成
を 

他
人
に
依
頼
す
る
と
き
は 

ご
注
意
く
だ
さ
い 

岡
崎
市
美
術
博
物
館 

石
山
寺
の
美 

■
岡
崎
　O

K
A
Z
A
K
I

■ 

「紫式部図」土佐光起筆／江戸時代 
と　さ みつおき 

そ
の
他 


